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財
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
第
78

号
か
ら
第
81
号

ま
で
の
４
件
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
定

住
化
促
進
事
業
は
、
人
口
減
少
が
著

し
い
旧
鳴
瀬
町
地
域
が
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
過
疎
債
を

活
用
し
、
小
野
地
区
移
住
・
定
住
促

進
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
地
域
の
振
興
と
持
続
的
発
展
に
非

常
に
寄
与
す
る
。

　

小
野
地
区
移

住
・
定
住
促
進

施
設
は
、
財
務

常
任
委
員
会
で

確
認
し
た
と
お

り
、
タ
イ
ケ
ン
学
園
の
要
請
に
応
え

る
学
生
寮
の
整
備
だ
。
財
源
と
し
て

便
宜
的
に
過
疎
債
を
活
用
し
、
市
に

将
来
的
不
利
益
は
な
い
と
す
る
が
、

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。
定
住
化

効
果
も
限
定
的
だ
。
何
よ
り
も
行
政

的
に
は
誤
り
が
な
い
と
し
て
も
、
事

実
を
歪
め
て
の
事
業
執
行
は
市
政
へ

の
信
頼
を
損
ね
、
市
民
理
解
は
得
ら

れ
ず
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
総
額
７
億
１
，
２
６
０
万
円
と
な
っ
た
令
和
３
年
度
東

松
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
は
、
財
務
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
、
小
野
地
区
移
住
・
定

住
促
進
施
設
整
備
関
連
予
算
に
つ
い
て
附
帯
決
議
（
★
1
）

を
含
め
た
委
員
長
の
報
告
後
、
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

※
小
野
地
区
移
住
・
定
住
促
進
施
設
整
備
関
連
予
算
以
外

の
補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
東
松
島
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和３年
第３回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
を
、原
案
の
と
お
り
可
決

★１「附帯決議」・・・委員会に付託された案件に対する執行上の要望や留意事項等
を委員会の意思としてまとめたもの。法的拘束力はない。
★２「過疎債」・・・「過疎対策事業債」の略。過疎法（過疎地での産業振興や社会
インフラ整備等を図るため国による財政支援等を定めた法律）により過疎地域とさ
れた市町村が過疎地域持続的発展市町村計画に基づき行う事業の財源として特別に
発行が認められた地方債。

　令和３年第３回定例会は、
９月７日から９月 30 日ま
での 24 日間の会期で行い
ました。
　補正予算の審議や令和２
年度決算の認定等が行われ、
すべて原案のとおり可決し
ました。

賛否が分かれた議案
●議案第７８号　令和３年度

東松島市一般会計補正予算
（第６号）について

●議案第７９号　令和３年度
東松島市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）に
ついて

●議案第８０号　令和３年度
東松島市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）
について

●議案第８１号　令和３年度
東松島市介護保険特別会計
補正予算（第２号）につい
て

※議案第７８号から第８１号まで一括
議案

賛成：１６人
反対： １人（長谷川博議員）

令和３年
第３回定例会の議案等の件
数は 17件です。

補正予算　５件　P２〜 4
人事　　　１件　P４
条例改正　３件　P４
意見書　　１件　P４
決算　　　７件　P５〜７

旧
鳴
瀬
桜
華
小
学
校
廃
校
舎

小
野
地
区
移
住
・
定
住
促
進
施
設
整
備

関
連
予
算
の
概
要

　
小
野
地
区
の
旧
鳴
瀬
桜
華
小
学
校
廃
校
舎
を
移
住
・

定
住
促
進
施
設
と
し
て
整
備
す
る
も
の
。
利
用
者
は
、

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
高
等
学
校
の
生
徒
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
等
を
見
込
ん
で
い
る
。
実
施
設
計
業
務
委
託

料
や
工
事
請
負
費
等
を
予
算
計
上
。
財
源
は
、
今
年
４

月
に
旧
鳴
瀬
町
地
域
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
過
疎
債
（
★
2
）
な
ど
を
活
用
す
る
。

討
論

討
論

賛
成

反
対

石
森
晃
寿 

議
員

長
谷
川
博 

議
員
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議案第78号　「令和３年度東松島市一般会計補正予算（第６号）について」に関する附帯決議
　第２款総務費、第１項総務管理費、第７目企画費の定住化促進事業のうち、小野地区移住・
定住促進施設整備工事実施設計業務委託料（１０，０００千円）、同工事監理業務委託料（３，
０００千円）、同工事請負費（１５３，０００千円）及び管理用備品購入費（４，０００千円）に
ついては、日本ウェルネス宮城高等学校の生徒が利用する男子寮新設のため旧鳴瀬桜華小学校廃
校舎を整備するものであることが確認できた。
　同校の誘致については、本市議会に小野地域まちづくり協議会から「小野地域の学校施設を活
用した日本ウェルネス高等学校の誘致に関する請願書」が提出されたことから、平成３０年７月
に小野地域の学校施設を活用した日本ウェルネス高等学校の誘致に関する請願審査特別委員会を
設置し、慎重に審査した結果、平成３０年第３回定例会において、同請願書を全議員賛成のもと
採択した。
　本市議会では、これまで市長から、同校開設者である学校法人タイケン学園と平成３０年１０
月３０日に基本協定を締結したこと、基本協定に旧鳴瀬桜華小学校の建物及び付帯施設を無償譲
渡すること、土地の無償貸与及び相手方から申し出があった場合には無償譲渡すること、高校等
の設置に必要な経費の一部として４億５千万円を補助すること、４億５千万円以外に必要な補助
金等については別途定めることなどを規定したとの説明を受け、すべて基本協定どおり実行され
るものと信じ、できる限りの支援を行ってきたところである。
　しかし、学校法人タイケン学園は、平成３０年度に２億円、令和元年度に２億５千万円、計
４億５千万円の補助金を基本協定どおり本市から受領したにも関わらず、本市に対し、旧鳴瀬桜
華小学校の建物及び土地の譲渡を希望しないとの申し出があった。また、同施設を男子寮として
活用するための支援要請を行うなど、基本協定と相反した状況にある。
　本市では、小野地区移住・定住促進施設整備後、学校法人タイケン学園と施設利用に関する協
定を締結し、その協定において、利用料納入に関すること及び生徒数の確保見通しを明記すると
の説明を受けたが、具体的な条文が示されていないことや平成３０年１０月３０日に締結した基
本協定と同様の扱いとなる恐れがあることが、非常に懸念される。
　さらに、同校の各学年の定員は、進学コース４０名、スポーツコース４０名及びグローバル
コース４０名であるが、令和３年４月時点の生徒数は３割に満たず、定員を大きく下回る状況
にある。市長が述べている生徒３６０名に対する１人当たり年間１０万円の地方交付税の合計
３６，０００千円は、当分の間、期待し難く、現実とはかけ離れた計数である。
　次に、本事業に関する財源については、過疎債及び財政調整基金を充てることが確認できた。
過疎債は、本来、議会の議決を経て定められる過疎地域持続的発展市町村計画に基づいて行う事
業経費に充てるものである。今般の案件に関しては、以上の手続きを経ておらず、一方的に提案
されたものである。
　よって、本委員会は下記の事項について、意見を付す。 

記
１　過疎債の根拠となる過疎地域持続的発展市町村計画について、速やかに本市議会の承認を受

けること。
２　本市と学校法人タイケン学園が平成３０年１０月３０日に締結した基本協定の内容を再確認

すること。また、新たに協定を締結する場合や基本協定の内容を変更する場合は、本市議会
へ事前説明するとともに、本市議会の承諾を得ること。

３　小野地区移住・定住促進施設整備後の光熱水費実費及び施設利用料の徴収状況並びに定住化
促進事業の財源の一部に充てられる財政調整基金への繰入状況について、本市議会へ毎年度
報告すること。

４  旧鳴瀬桜華小学校廃校舎は、昭和４３年度及び昭和４４年度に鉄筋コンクリート造で整備し、
平成２１年度に耐震化のための大規模改修工事を行ったものの、築５２年以上経過している
ことから、本来であれば、改築等の資本投下をすべきではない。また、生徒のための寮は学
校が所有すべきものである。同施設の本市の維持管理経費が増加する恐れがある場合は、速
やかに廃止すべきである。

５　本市の学校法人タイケン学園の高校等の設置に関する補助金は、４億５千万円を上限として
おり、それ以外の補助金は一切認めない。

審査経緯
９
月
７
日　
議
案
第
78
号
か
ら
第
81
号
ま
で
を
財
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

９
月
８
日　
関
係
職
員
等
の
聴
き
取
り

９
月
９
日　
現
地
調
査
、
関
係
職
員
等
の
聴
き
取
り
、
委
員
間
討
議
、
委
員
会
採
決

９
月
10
日　
本
会
議
で
補
正
予
算
可
決

　今般、当常任委員会に付託されました議案審査については、小野地区移住・定住促進施設
整備関連予算が日本ウェルネス宮城高等学校に特化した学生のための男子寮を整備するもの
であり、一自治体が、私立高等学校の学校付属設備の整備をそこまで梃入れして良いものか、
また、学校の寮が移住・定住促進につながるのかが焦点になりました。平成 30 年に小野地域
まちづくり協議会から本市議会に「学校誘致に関する請願書」が提出され、全議員賛成のも
とに採択した経緯があり、地域住民の意志を尊重し、苦渋の選択により附帯決議を付して止
むなく可決することにしたものです。

財
務
常
任
委
員
長
に
よ
る

審
査
報
告

【採決】◎賛成（４人）　○附帯決議を付した賛成（１２人）　×反対（１人）　
千
葉　
修
一

齋
藤　
　
徹

井
出　
方
明

手
代
木
せ
つ
子

浅
野　
直
美

土
井　
光
正

石
森　
晃
寿

櫻
井　
政
文

五
野
井
敏
夫

阿
部
と
し
ゑ

長
谷
川　
博

小
野　
惠
章

阿
部　
秀
太

大
橋　
博
之

滝　
　
健
一

熊
谷　
昌
崇

阿
部　
勝
德

◯ ◯ ◯ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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人
権
擁
護
委
員

　
鈴
木
政
信
氏
選
任

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、

鈴
木
政
信
さ
ん
を
適
任
と
決

定
し
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委

員
は
、
法
務
局
職
員
と
と
も

に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査

処
理
、
人
権
相
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症対策予算等
一般会計

8億7，990万円を追加！
　
２
、３
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
小
野
地
区

移
住・定
住
促
進
施
設
整
備
関
連
予
算
以
外
と
令
和
３
年
度
東
松
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

その他可決した議案
●東松島市個人情報保護条例及び東松島市行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正する条例について

●東松島市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正する条例
について

●東松島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例及び東松島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

「米の需給調整及び米価下落・
稲作経営農家支援対策に関する
意見書」を採択

　令和３年産米の概算金が、宮城県をは
じめとする全国の米産地で大幅な下落と
なり、所得減少による稲作経営農家への
支援対策が喫緊の課題となっている現状
を踏まえ、過剰米在庫の市場隔離の実施
等を要望する意見書が可決され、関係各
大臣及び国会に送付しました。

項　　目 補正額 内　　容
新型コロナウイルス感染症拡大
防止協力金支給事業

（財源：県補助金）
354,000

宮城県に緊急事態措置等が適用された
ことから、営業時間短縮要請に協力し
た事業者に協力金を支給。

地域経済持続協力金支給事業
（財源：国県補助金） 44,000 飲食店等に関連する事業者（酒小売業、

花小売業、葬儀業）へ協力金を支給。
新型コロナウイルスまん延防止
対策協力金支給事業

（財源：県補助金）
6,000

営業時間短縮要請の協力要請対象外と
なる飲食業のほか、タクシー業等の事
業者に協力金を支給。

情報化推進事業
（財源：一般財源） 25,778 行政情報システムセキュリティの強靭

化を図る（業務委託料及び備品購入費）。
保育所管理運営事業

（財源：企業版ふるさと納税） 3,000 赤井南保育所に屋外遊具等を設置。

健康増進センター運営事業
（財源：特定財源（その他） 9,300 定期点検結果に基づく「ゆぷと」の修

繕等を行う。
社会体育施設維持管理運営事業

（財源：一般財源、特定財源（地
方債））

30,000 奥松島運動公園野球場の防球ネット設
置工事。

国政に声を届ける！
【
地
域
経
済
持
続
協
力
金
支

給
事
業
】

問　
飲
食
店
等
に
関
係
す
る

事
業
者
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

酒
小
売
業
、
花
小
売
業
、
葬

儀
業
に
20
万
円
支
給
す
る
と

あ
る
が
、
こ
の
３
業
種
に

絞
っ
た
根
拠
は
。

答　
飲
食
店
等
の
営
業
時
間

の
短
縮
や
休
業
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
い
る
業
種
と
い

う
こ
と
で
、
市
商
工
会
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
決
定
し
た
。

【
市
内
農
林
水
産
品
活
用
に

よ
る
児
童・生
徒
応
援
事
業
】

問　
助
成
金
の
対
象
を
農
水

産
品
に
限
定
す
る
の
か
。
ま

た
、
助
成
金
支
給
ま
で
の
流

れ
は
。

答　
市
内
の
店
舗
で
、
市
内

の
果
物
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ

を
販
売
し
て
い
る
場
合
な
ど

が
対
象
と
な
る
。
助
成
金
支

給
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
交

付
要
綱
に
基
づ
き
事
業
完
了

後
、
実
績
報
告
時
に
領
収
書

を
添
付
い
た
だ
き
、
東
松
島

市
産
の
農
水
産
品
の
使
用
を

確
認
し
て
い
る
。

　
質  

疑  

応  

答

（単位：千円）
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５
０
２
億
円
の
歳
出
決
算
を
認
定

令
和
２
年
度
決
算
審
査

　
会
派
の
代
表
に
よ
る
総
括
質
疑
や
、
分
野
ご
と
に

分
科
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
５
～
７
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　令和２年度決算では、歳出決算額が前年度比約 16 億円増の約 502 億円となり
ました。
　国が東日本大震災の復興・創生期間と定めた令和２年度末までの事業完結に向け
取り組んだ結果、一部の繰越事業を除き、令和３年３月末現在、復興交付金事業計
画ベースで 99％の進捗に達し、おおむね完結したと市長から説明がありました。

令和２年度　一般会計収支状況

※各会計について、千万円以下を四捨五入して
いるため合計は一致しない場合がある。

※％について、小数点以下を四捨五入している
ため合計は一致しない場合がある。

会　　計　　別 歳　　入 歳　　出
一 　 般 　 会 　 計 41,906,786,201 39,632,695,890

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 4,137,820,047 4,117,364,687
後期高齢者医療 418,732,098 407,146,435
介 護 保 険 3,354,923,755 3,249,126,503
大曲浜地区土地
区 画 整 理 事 業 536,243,052 536,243,052

柳の目地区産業
用 地 造 成 事 業 233,000,000 231,427,300

（特別会計小計） 8,680,718,952 8,541,307,977
 合計（一般会計+

特別会計） 50,587,505,153 48,174,003,867

下 水 道 事 業 会 計 2,694,507,964 2,029,589,172
合計 53,282,013,117 50,203,593,039

■ 令和２年度各会計決算状況 ■

歳入（収入）
419億円

歳出（支出）
396億円

市税
39億円

9%

地方消費税交付金
8億円  2%

その他 19億円  5%

繰越金
22 億円  5%

民生費
59億円
15%

衛生費
12億円  3%

農林水産費
11億円   3%

商工費
14億円   4%

地方交付税
75億円
18%

国庫支出金
 103億円

25%

繰入金
115億円

27%

総務費
132億円
　33%

土木費
66億円
17%

その他　2億円 1%

災害復旧費
36億円
　　9%

教育費
34億円

8%

公債費
15億円

4%

県支出金  16億円  4%

諸収入 5億円
1%

消防費
16億円

4%

市債  17億円  4%

市の財政状況は？

財政力指数 0.46
数値が高いほど自主財源の割合が高く、財政
力が高い。令和元年度は 0.45

財 政 力 は ？

経常収支比率 93.3％
数値が高いほど財政状況が悪い。令和元年
度は 90.3%

余 力 は ？

実質公債費比率 9.1％
25％以上は財政健全化計画を作成しなけ
ればならない。令和元年度は 6.4%　

借入金の負担度は？

（単位：円）
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議員が注目したのは、この事業！

　コロナ禍により様々な制約がある本市児童・生徒を励
まし、健康維持を図るとともに、市内の農林水産事業者
を支援するため、市内農水産物を活用して給食を提供す
る学校に食材購入費用の一部を補助。

　農業生産の増進及び農業経営の合理化を図るため、農
地等の利用関係の調整や農地等の利用の最適化の推進に
関する事務を行い、農業の健全な発展に寄与する。

　大規模地震によるブロック塀の倒壊による人的被害と
災害活動への影響を未然に防止するため、除却費用の一
部を補助。

　きめ細やかな相談支援体制を整備し、地域福祉の向上
を図るため、民生委員・児童委員活動の活性化と資質の
向上を図る。

問　児童・生徒への広報と活用結果の報告はなされたか。
答　「給食だより」を毎月発行し、月初めに児童・生徒
へ配布しており、その中で市内農水産品を活用した食材
を周知している。活用結果は改めて報告していない。

問　担い手等への農地の集積とあるが、どれくらいの面
積で担い手先はどこか。
答　令和３年３月末時点での集積面積は 2,475.3 ｈａ
である。担い手先は認定農業者 258 人、認定新規就農
者 6 人、基本構想水準到達者等が 28 人である。

問　災害時に倒壊が予想される危
険ブロック塀は、あと何か所ある
のか。
答　市内の危険ブロック塀の全体
数は把握できていない。ただし、
平成３０年度に県と合同で実施し
た各小学校から半径５００ｍ以内
のスクールゾーンで実施した調査では、調査数４０６件
に対し、危険ブロック塀は２８２件だった。
　そのうち本事業を利用し、３４件が除却されており、
令和３年８月末時点での危険ブロック塀は２４８件であ
る。

問　その他財源の 5,500 万
円はどこからの財源か。また、
欠員補充の状況は。
答　財源は、ふるさと納税を
充当している。本市の民生委
員定数８４人に対して欠員は１０人。そのうち、現在推
薦届が提出されている地区が３地区ある。　

市内農水産品活用による
児童・生徒応援事業

農業委員会運営事業

危険ブロック塀等除却事業

民生委員児童委員活動支援事業

→食育教育に資するよう、事業の意義を
　児童・生徒へ伝えるべき！

→農業上の適正かつ効率的な利用がなされる
　ためにも、耕作放棄地の解消に努めるべき!

→危険ブロック塀の除却率が12％と進展して
　いない。引き続き所有者へ除去を促すべき！

→高齢化社会において民生委員の見守り活動
　は必要不可欠。欠員地域解消に努力すべき！

各分野に分かれ審査を行った結果、特に留意すべきと判断した事業の一部を紹介します。

決算議会とは？
　9 月は「決算議会」と言われるように、前年度の
決算を審査し、認定を行います。
　事業は終了したら終わりではなく、予算の使い方
が適正だったか、効果的であったかなどを議会で審
査し、出された指摘事項を次年度の予算に活かすと
いうサイクルになっています。

2 月定例会
予算

予算に
基づき事業を

実施
今回の審査はここ！

議 会
次

年
度

の
予

算
に

活かす

9 月定例会
決算
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問　
債
権
放
棄
事
案
は
、
市
民
の
公
平

公
正
の
立
場
か
ら
経
緯
経
過
は
、
妥
当

で
あ
っ
た
か
。

答　
税
等
の
滞
納
が
あ
り
、
不
納
欠
損

に
該
当
し
、
回
収
が
困
難
な
事
案
を
市

債
権
管
理
委
員
会
に
諮
り
、
債
権
放
棄

に
至
っ
た
。

問　
農
業
経
営
向
上
と
振
興
策
は
。

答　
ほ
場
整
備
等
様
々
な
取
組
を
進
め

た
。
技
術
指
導
や
経
営
の
負
担
軽
減
も

行
い
、
十
分
と
考
え
る
。

問　
監
査
委
員
か
ら
の
下
水
道
事
業
会

計
の
農
集
排
・
漁
集
排
事
業
の
経
営
改

善
の
指
摘
を
ど
う
捉
え
る
。

答　
経
営
す
べ
て
を
見
直
し
、
経
費
縮

減
を
進
め
、
健
全
な
経
営
に
努
め
る
。

問　
効
率
的
な
人
員
配
置
、
業
務
量
等

の
評
価
は
。

答　
緊
急
的
な
事
業
に
対
応
し
、
働
き

方
改
革
に
沿
っ
た
方
向
に
あ
る
。

問　
学
力
向
上
施
策
の
評
価
は
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
日
常
的
に
使

用
し
た
学
習
環
境
が
整
い
、
学
力
向
上

施
策
に
つ
な
が
っ
た
。

問　
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
高
等
学
校

が
開
校
し
た
が
定
員
の
予
定
数
に
及
ば

な
い
。
市
長
の
評
価
は
。

答　
令
和
２
年
３
月
26
日
の
県
の
設
置

認
可
後
、
極
め
て
短
い
期
間
に
も
関
わ

ら
ず
、
初
年
度
22
人
の
生
徒
で
歴
史
的

な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。
本
市
の
人
口

維
持
・
発
展
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
る
。

問　
「
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く
り
」

の
進
捗
は
計
画
ど
お
り
か
。

答　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
県
内
企

業
等
か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
苗
木
を
確
保

し
、
県
か
ら
の
植
樹
方
法
や
剪
定
等
の

指
導
及
び
地
域
住
民
の
協
力
で
計
画
ど

お
り
進
捗
し
た
。

問　
「
み
そ
ら
工
業
団
地
」
と
「
ひ
び

き
工
業
団
地
」
に
３
社
企
業
誘
致
し
た

こ
と
に
よ
る
住
民
雇
用
は
。

答　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
結
果
、
１
９

１
人
の
新
た
な
雇
用
の
場
を
生
み
出
し
、

本
市
か
ら
の
雇
用
は
１
０
２
人
と
な
り
、

十
分
な
成
果
を
得
た
。

松　
桜　
会

代
表　

小
野　
惠
章

自
公
・
清
風

代
表　

土
井　
光
正

総 括 質 疑
　決算の内容について、会派の代表が質疑を行いました。その内容の一部を紹介します。

　職員が公務を行うため心身ともに良好な健康状態を維
持する。

　調査研究の成果を展示公開するとともに、観光資源と
しても活用する。

　飼犬登録や狂犬病予防注射の接種状況を管理し、狂犬
病の発生を予防し、公衆衛生の向上を図る。

問　展示物以外の資料は、適正に管理がなされていたか。
答　里浜貝塚から出土した資料のほか、湿気や紫外線等
の影響がある金属製品等は、資料館の収蔵庫で調湿等の
管理をしながら保管している。それ以外の赤井官衙遺跡
や矢本横穴群等から出土した資料等は、一時保管場所と
して旧大塩市民センターに収蔵し、遺物の状態により保
管場所を分けている。

問　コロナ禍にあって職員も何かと精神面等で気をつか
うことが多くなっていると思われるが、長期休暇や病欠
は増えていないか。また、メンタルヘルス講座の開催に
より改善されているか。
答　令和元年度からは横ばいである。毎年度、開催して
いる研修等によって職員のメンタルヘルスは維持及び向
上し、長期休暇や病欠を改善することに繋がっているも
のと考える。

問　狂犬病予防注射の接種率は、何％か。また、未接種
犬に対する対策は？
答　令和２年度の狂犬病予防接種率は、81.2% である。
未接種犬を有する飼い主には、再通知し、注射接種を促
している。

奥松島縄文村管理運営事業 職員福利厚生（健康管理）事業

狂犬病予防接種事業

→文化財資料の収蔵管理について、適切な
　環境施設で行うよう尽力すべき！

→職員のメンタルヘルスは、職場環境を
　整え、互いに注視すべき！

→狂犬病予防接種率１００％を目指すべき！

問　骨密度検査の要指導者の割合が高いが、その対応は。
答　該当者に対し、受診状況の確認と相談窓口を記載し
たパンフレットを送付している。

重症化予防事業

→検査結果に対し、きめ細かいフォローを
行うべき !

決
算
審
査
結
果　
７
件
の
全
会
計
を
認
定

　
財
務
委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
ほ
か
６
件
の
決
算
を
審
査
し
た
結
果
、
認
定
す
べ
き
と
議
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
野
で
行
わ
れ
た
審
査
の
会
議
録
や
議
会
中
継
録
画
映
像
は
、
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　健康検査及び各種検診の受診機会を提供し、疾病の早
期発見、早期治療に結びつけ重症化を予防する。
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齋藤　徹 議員

問答

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
万
全
の
体
制
を

施
設
の
大
規
模
改
修
等
を
検
討
す
る

設
、
本
部
室
及
び
更
衣
室
の

整
備
は
、
関
係
団
体
等
か
ら

要
望
を
受
け
て
お
り
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。

２
件
目

問
　
義
務
教
育
か
つ
市
立
中

学
校
の
制
服
購
入
に
対
す
る

負
担
額
の
上
限
設
定
と
超
過

分
の
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

の
考
え
は
。

答　
制
服
は
、
学
校
ご
と
の

検
討
委
員
会
で
選
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
で
の
仕
組

み
づ
く
り
は
難
し
い
。

問　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
採
用

へ
の
取
組
は
。

答　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対
す
る
認

知
度
が
高
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
レ
ス
制
服
を
開
発
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
本
市
で
は

保
護
者
か
ら
の
要
望
は
な
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も

て
い
ね
い
に
対
応
し
て
い
く

よ
う
各
学
校
に
指
示
す
る
。

１
件
目

問　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
整

備
の
検
討
結
果
は
。

答　
先
行
事
例
視
察
を
行
い
、

鷹
来
の
森
運
動
公
園
内
仮
設

住
宅
跡
地
に
整
備
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
規
模
は

１
，
０
０
０
㎡
程
度
、
財
源

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
を
見

込
み
、
財
源
確
保
の
協
議
を

開
始
し
た
。

問　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

今
後
の
整
備
の
在
り
方
は
。

答　
鷹
来
の
森
運
動
公
園
屋

外
運
動
場
は
、
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
ナ
イ

タ
ー
照
明
設
備
、
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
、
散
水
設
備
等
の
改
修

と
合
わ
せ
、
防
衛
省
補
助
に

よ
る
施
設
全
体
の
大
規
模
改

修
を
今
後
検
討
す
る
。

　

奥
松
島
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
施

▲スポーツ健康都市にふさわしい施設整備に万全の体制を

１　市内スポーツ施設の整備に万全の体制を
２　市内各中学校の制服について

〈第 1 位 齋藤徹 議員〉

〈第 8 位 井出方明 議員〉

〈第 3 位 千葉修一 議員〉

〈第10位 手代木せつ子 議員〉

〈第 5 位 熊谷昌崇 議員〉

〈第12位 大橋博之 議員〉

〈第 2 位 石森晃寿 議員〉

〈第 9 位 阿部秀太 議員〉

〈第 4 位 五野井敏夫 議員〉

〈第11位 長谷川博 議員〉

〈第 6 位 土井光正 議員〉

〈第13位 浅野直美 議員〉

〈第 7 位 櫻井政文 議員〉

〈第14位 小野惠章 議員〉

8令和３年11月1日発行

14議員が 市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関する質問を行ったり、政策提言を行います。
議論の様子は、議会中継録画映像でもご覧になれます。

※質問議員が責任をもって原稿を作成しています。

議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像



▲過疎振興策が期待される旧鳴瀬町地域

指
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

答　
今
回
の
過
疎
地
域
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に

マ
イ
ナ
ス
の
印
象
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
過
疎
地
域

指
定
に
伴
っ
て
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
有
利
な
財
政
措
置

も
講
じ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

を
有
効
に
活
用
し
て
旧
鳴
瀬

町
地
域
の
振
興
を
図
り
、
人

口
の
維
持
・
確
保
に
つ
な
げ

者
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

持
続
協
力
金
を
２
回
に
わ
た

り
延
べ
約
１
，
７
０
０
事
業

者
に
支
給
し
た
。
今
後
の
更

な
る
助
成
策
は
、
国
・
県
の

活
用
可
能
な
事
業
や
予
算
等

の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

２
件
目

問　
市
道
及
び
通
学
路
の
安

全
確
保
の
た
め
の
対
応
は
。

答　
市
建
設
課
に
お
い
て
、

月
２
回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

時
に
路
面
状
況
や
構
造
物
の

る
な
ど
、
地
域
を
プ
ラ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
に
変
え
た
い
と
受

け
止
め
て
い
る
。

問　
新
過
疎
法
に
基
づ
く
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
（

以
下
「
過
疎
計
画
」
と
い
う
。

）
を
い
つ
ま
で
に
作
成
し
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
過
疎
計
画
は
、
今
年
度

中
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

今
年
12
月
の
市
議
会
定
例
会

に
上
程
し
議
決
を
賜
っ
た
後
、

国
・
県
に
提
出
す
る
。

　

内
容
は
、
計
画
期
間
を
国

が
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12

年
度
ま
で
の
10
年
間
と
定
め

て
お
り
、
そ
の
期
間
中
に
実

施
す
る
事
業
と
す
る
。

　

国
・
県
の
指
針
で
は
、
市

道
、
農
道
、
林
道
、
漁
港
、

観
光
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施

設
等
が
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、

東
松
島
市
第
２
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
等
と
整
合
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
の
声
を
聞
き
策
定
す
る
。

点
検
に
合
わ
せ
て
状
況
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
学
校
周
辺

は
、
優
先
し
て
計
画
的
に
白

線
を
引
き
直
し
、
横
断
歩
道

に
は
車
両
進
入
防
護
柵
の
設

置
等
を
検
討
す
る
。
石
巻
警

察
署
へ
は
、
市
内
10
か
所
の

信
号
機
設
置
要
望
を
行
っ
て

い
る
。
障
が
い
者
の
方
も
安

全
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
危
険
箇
所
等
を
把
握
し
、

ま
ず
は
、
車
道
部
と
歩
道
の

段
差
解
消
等
に
努
め
る
。

千葉　修一 議員

石森　晃寿 議員

問　
本
市
の
旧
鳴
瀬
町
地
域

は
、
昭
和
50
年
か
ら
平
成
27

年
ま
で
の
人
口
減
少
率
が
34

％
に
達
し
、
国
の
基
準
を
満

た
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
４
月
１
日
に
過
疎
地
域
に

１
件
目

問　
小
中
学
校
で
の
感
染
対

策
に
つ
い
て
。

答　
十
分
に
感
染
予
防
対
策

を
と
り
な
が
ら
教
育
活
動
を

進
め
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
や
自
宅
待
機
と
な
る

児
童
生
徒
は
、
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
学
習
保
障
や
心
の
ケ
ア

等
を
行
う
。

問　
営
業
時
間
短
縮
要
請
対

象
事
業
者
の
協
力
状
況
を
調

査
し
て
い
る
か
。

答　
市
内
１
９
０
店
舗
を
市

職
員
が
中
心
と
な
り
市
商
工

会
と
連
携
し
目
視
で
調
査
し

て
い
る
。

問　
感
染
予
防
対
策
に
要
し

た
経
費
に
つ
い
て
、
飲
食
店

等
以
外
に
も
助
成
を
考
え
て

い
る
か
。

答　
飲
食
店
等
以
外
の
事
業

問

問

答

答

旧
鳴
瀬
町
地
域
の
過
疎
指
定
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
今
後
の
対
策
は

過
疎
計
画
を
12
月
ま
で
策
定

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
万
全
を
尽
す

▲市内のワクチン集団接種会場

１　旧鳴瀬町地域の過疎地域指定について
２　コロナ禍での市民の医療の確保について

１　新型コロナウイルス感染症拡大における今後の対策を問う
２　市道及び通学路の安全確保を問う

東松島市議会だより　No.629

一 般 質 問



１　のびる幼稚園付近の歩道整備を問う
２　コロナ禍による自宅待機の対応を問う

▲拡幅整備が待たれる市道関の内・東 54 号線

南
の
市
道
赤
井
堀
西
４
号
線

も
同
様
で
あ
る
。
安
全
安
心

を
確
保
す
べ
く
赤
井
地
区
の

市
道
２
路
線
を
拡
幅
す
る
べ

き
で
あ
る
。

答　
道
路
幅
員
が
狭
く
車
両

の
す
れ
違
い
も
困
難
と
理
解

し
て
い
る
。
早
期
の
拡
幅
整

備
は
必
要
で
あ
る
。
関
の
内

・
東
54
号
線
は
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
実

施
し
た
い
。
赤
井
堀
西
４
号

線
は
、
財
源
確
保
に
努
め
た

い
。

２
件
目

問　
中
江
川
の
堤
防
は
、
東

日
本
大
震
災
の
定
川
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
、
定
川
の
堤

防
と
１
．
６
ｍ
の
高
低
が
生

じ
、
大
雨
、
津
波
等
の
場
合

の
越
水
の
危
険
性
が
増
し
た
。

そ
の
対
策
は
い
か
に
す
る
か
。

答　
震
災
後
、
農
林
水
産
省

で
中
江
川
の
流
下
能
力
と
湛

水
区
域
調
査
を
実
施
し
、
現

状
で
問
題
は
な
い
と
結
論
づ

け
ら
れ
た
。
嵩
上
げ
の
実
現

は
容
易
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
が
、
県
に
対
し
、
土
砂

浚
渫
も
含
め
要
望
す
る
。

３
件
目

問　
ゆ
ぷ
と
は
、
健
康
増
進

維
持
施
設
で
あ
り
、
有
料
営

業
で
あ
る
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

等
の
雨
漏
り
、
器
具
の
故
障

等
で
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

早
速
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

答
　
指
定
管
理
者
の
意
向
や

使
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
等
に
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
る
。

１
件
目

問　
市
道
関
の
内
・
東
54
号

線
の
高
田
橋
か
ら
県
道
の
干

拓
橋
ま
で
の
約
６
７
０
ｍ
区

間
は
幅
員
約
３
．
５
ｍ
で
あ

り
狭
隘
で
あ
る
。
干
拓
橋
以

る
幼
稚
園
の
園
児
の
送
迎
時

に
は
、
送
迎
車
両
が
混
雑
し

て
い
る
。
市
道
西
新
町
54
号

線
は
住
宅
地
内
の
道
路
で
あ

り
、
新
た
な
道
路
や
歩
道
整

備
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
北
側
水
路
用
地
を

利
用
し
、
水
路
へ
蓋
を
設
置

し
、
歩
行
者
の
通
路
を
確
保

す
る
。

２
件
目

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
自
宅
待
機

の
対
応
は
。

答　
県
と
連
携
し
て
対
応
す

る
。

問　
自
宅
療
養
し
た
場
合
の

本
市
の
対
応
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
へ
の
直
接
支
援

は
、
県
が
担
当
し
て
い
る
。

本
人
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、

食
料
等
の
物
資
や
血
中
酸
素

濃
度
計
等
を
提
供
し
、
対
応

し
て
い
る
。

１
件
目

問　
西
新
町
に
あ
る
の
び
る

幼
稚
園
と
幼
稚
園
の
駐
車
場

に
隣
接
す
る
市
道
西
新
町
54

号
線
に
は
、
そ
の
区
間
だ
け

歩
道
が
な
い
。
そ
の
市
道
は

幅
員
が
狭
く
、
自
動
車
が
す

れ
違
う
時
は
、
危
険
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
。
毎
日
、
父

兄
が
駐
車
場
か
ら
幼
稚
園
へ

手
を
つ
な
い
で
送
迎
し
て
い

る
。
安
全
確
保
の
た
め
、
歩

道
の
整
備
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

答　

市
道
西
新
町
54
号
線

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
、
歩
道
の
な
い
幅
員
５

メ
ー
ト
ル
で
整
備
し
た
道
路

で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、

道
路
北
側
に
宅
地
造
成
や
の

び
る
幼
稚
園
の
移
転
に
伴

い
、
道
路
の
利
用
状
況
も
変

化
し
て
い
る
。
朝
夕
の
の
び

五野井敏夫 議員

熊谷　昌崇 議員

問

問

答

答

道
路
、堤
防
、施
設
整
備
は
万
全
か

の
び
る
幼
稚
園
隣
接
の
歩
道
整
備
は

財
源
確
保
に
努
め
実
施
し
た
い

北
側
水
路
用
地
を
利
用
し
整
備
す
る

▲のびる幼稚園付近の途切れた歩道

１　市道関の内・東５４号線及び赤井堀西４号線を拡幅
　　整備せよ
２　中江川の堤防の嵩上げをせよ
３　健康増進センターゆぷとの施設・器具整備は万全か

14 人が市政をただす
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１　健康寿命延伸の施策を問う
２　デジタル・ディバイド（情報格差）解消について
３　子供の危険なボール遊びに対する指導について

▲大曲横沼地区の危険な交差点（上段）
　国道 45 号小野地区の自転車・歩行者道（下段）　

問　
２
回
目
の
接
種
完
了
後

も
変
異
株
等
に
よ
り
、
感
染

す
る
・
感
染
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
を
市
民
に
わ
か
り

や
す
く
周
知
す
べ
き
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
後

も
適
切
な
マ
ス
ク
着
用
等
の

徹
底
を
防
災
行
政
無
線
や
市

報
等
で
周
知
す
る
。

問　
経
済
対
策
と
し
て
の
割

増
商
品
券
発
売
に
関
す
る
苦

情
等
の
対
策
は
。

答　
市
民
の
声
を
参
考
に
販

２
件
目

問　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
行
す

る
中
、
情
報
通
信
技
術
を
利

用
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人

と
の
間
に
格
差
が
生
じ
、
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
市

民
の
情
報
活
用
力
向
上
策
と

高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

答　

情
報
格
差
の
解
消
は
、

民
間
が
中
心
と
な
っ
て
推
進

さ
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
高
齢
者
の
Ｉ
Ｔ
利
活

用
支
援
は
、
悪
意
の
あ
る
情

売
方
法
等
を
市
商
工
会
と
検

討
す
る
。

２
件
目

問　
市
内
７
か
所
の
狭
隘
な

踏
切
の
拡
幅
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ

協
議
の
進
捗
状
況
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
か
ら
前
向
き
な
回

答
を
得
て
い
る
。
特
に
、
下

小
松
踏
切
と
第
二
柳
の
目
踏

切
を
国
土
交
通
省
と
連
携
し
、

早
期
実
現
に
向
け
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
継
続
す
る
。

問　
国
道
45
号
矢
本
歩
道
橋

撤
去
の
進
捗
状
況
と
撤
去
後

の
安
全
確
保
の
整
備
計
画
は
。

答　
国
土
交
通
省
で
実
施
設

計
を
行
い
財
源
確
保
を
進
め

て
い
る
。
撤
去
後
の
歩
行
者

の
安
全
確
保
は
、
公
安
委
員

会
と
協
議
が
整
っ
た
。
撤
去

に
あ
わ
せ
市
道
新
沼
・
上
河

戸
線
も
新
た
に
整
備
す
る
。

３
件
目

問　
歩
行
困
難
な
高
齢
者
の

家
庭
ゴ
ミ
の
集
積
の
対
応
は
。

答　
収
集
日
に
左
右
さ
れ
な

い
ゴ
ミ
集
積
所
の
設
置
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
各
市
民

セ
ン
タ
ー
と
協
議
す
る
。

報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
市
報
等
で
注
意
喚
起

す
る
。

３
件
目

問　
先
般
、
国
道
45
号
を
走

行
し
て
い
た
車
両
に
子
供
が

遊
ん
で
い
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
が
当
っ
た
。
危
険
な
ボ
ー

ル
遊
び
に
対
す
る
指
導
は
。

答　
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
、
全
校
児

童
生
徒
へ
事
前
指
導
し
て
い

る
。
今
後
は
、
保
護
者
や
地

域
へ
の
協
力
も
求
め
る
。

櫻井　政文 議員

土井　光正 議員

１
件
目

問　
若
い
世
代
の
接
種
率
向

上
対
策
は
。

答　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
正
確

な
情
報
を
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
周
知
す
る
。

１
件
目

問　
現
在
の
健
康
寿
命
延
伸

の
取
組
と
今
後
の
展
開
は
。

答　
受
診
勧
奨
を
行
う
と
と

も
に
、
疾
病
の
早
期
治
療
及

び
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

に
取
組
む
。
ス
ポ
ー
ツ
や
交

流
を
通
じ
た
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
も
進
め
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
の
現
状
把
握
と
今
後
の

取
組
は
。

答　

自
治
会
、
民
生
委
員
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

の
見
守
り
で
心
身
の
状
況
や

生
活
の
実
態
把
握
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を

徹
底
し
た
上
で
、
健
康
づ
く

り
に
取
組
む
。

問

問

答

答

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
は

健
康
寿
命
延
伸
の
施
策
を
問
う

接
種
希
望
者
は
10
月
ま
で
に
完
了
予
定

特
定
保
健
指
導
で
発
症
予
防
に
取
組
む

▲健康寿命延伸の三本柱

１　コロナ禍における諸課題を問う
２　通学路の安全対策を問う
３　少子高齢化社会の中で地域等の課題について問う

東松島市議会だより　No.62
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１　学校給食における食育の推進について
２　有害鳥獣対策の強化について

▲産業祭で久し振りの展示飛行を行う計画のブルーインパルス

問　

市
内
感
染
者
の
う
ち
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
割
合
は
。

答　
県
で
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
感
染
者
の

個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、

不
明
で
あ
る
。

問　
11
月
開
催
予
定
の
産
業

祭
は
、
計
画
ど
お
り
行
う
の

か
。

答　
10
月
末
ま
で
に
希
望
者

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
11
月
21
日
に
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行

を
含
め
て
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。

問　
今
後
の
経
済
活
動
の
活

性
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　
市
商
工
会
と
連
携
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
拡

大
に
よ
る
経
済
活
性
化
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
努
め

る
。

２
件
目

問　
災
害
公
営
住
宅
の
実
情

と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
問

う
。

答　
被
災
者
枠
で
入
居
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
低
減
措
置

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
適

正
な
家
賃
の
見
直
し
を
し
つ

つ
、
健
全
な
運
営
を
図
る
。

問　
市
営
住
宅
を
含
め
た
今

後
の
運
営
の
在
り
方
は
。

答　
現
在
の
基
金
積
立
額
は

約
39
億
円
で
あ
り
、
今
後
の

改
修
、
建
替
え
を
計
画
的
に

行
え
る
状
況
で
あ
る
。

１
件
目

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後

の
予
定
は
。

答　
10
月
末
ま
で
に
対
象
者

の
約
９
割
に
当
る
希
望
者
の

殆
ど
が
接
種
完
了
予
定
。

答　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
今
後
も
関

係
団
体
等
と
の
連
携
を
進
め

る
。

２
件
目

問　
有
害
鳥
獣
対
策
に
向
け

た
駆
除
隊
員
数
維
持
の
た
め

の
支
援
策
と
ハ
ク
ビ
シ
ン
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
隊
員
数
確
保
支
援
策
と

し
て
、
狩
猟
者
登
録
手
数
料

の
免
除
、
免
許
税
の
軽
減
、

捕
獲
等
参
加
証
明
書
発
行
手

数
料
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
対
策
と
し
て
、

生
態
や
被
害
防
止
策
、
被
害

を
受
け
た
場
合
の
対
応
方
法

等
に
つ
い
て
市
報
等
で
周
知

し
て
い
る
。

問　
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法

に
基
づ
く
体
制
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

答　
本
市
の
鳥
獣
被
害
が
大

規
模
か
つ
広
範
囲
で
は
な
く
、

最
も
大
き
い
被
害
が
カ
ラ
ス

等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
体
制
で
対
応

す
る
。

１
件
目

問　

児
童
生
徒
が
体
験
し
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
持
て
る

取
組
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

答　
小
学
校
で
は
、
そ
の
機

会
を
確
保
し
て
い
る
。
今
後

も
児
童
生
徒
の
直
接
体
験
を

大
切
に
し
た
教
育
活
動
に
努

め
る
。

問　
国
の
計
画
で
は
、
地
場

産
の
取
扱
い
向
上
を
求
め
て

い
る
。
新
た
に
給
食
向
け
の

作
目
振
興
を
提
案
す
る
。

答　
給
食
費
の
関
連
か
ら
購

入
す
る
食
材
の
価
格
に
制
約

が
あ
る
が
、
関
係
者
間
で
検

討
す
る
。

問　
学
校
、
生
産
者
、
納
入

業
者
、
給
食
事
業
者
、
行
政
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
調

整
を
図
り
な
が
ら
進
め
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要

で
は
。

井出　方明 議員

阿部　秀太 議員

問

問

答

答

コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
回
復
を
問
う

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
普
及
後
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

関
係
者
間
で
連
携
し
進
め
る

▲東松島市産の食材を多く取り入れたイート給食

１　新型コロナウイルス感染症対策と今後の経済活動の
　    動向について問う
２　災害公営住宅の実情と今後の運営について問う

14 人が市政をただす

12令和３年11月1日発行



１　柳の目地内の市道改良などについて
２　原子力災害時における広域避難計画の実効性について

１　牛網地区への取組を問う
２　人口減少問題を問う

▲少しずつ水位が下がる牛網堤ため池

大
き
な
防
災
重
点
た
め
池
で

あ
る
牛
網
堤
た
め
池
の
安
全

対
策
は
。

答　
鳴
瀬
土
地
改
良
区
と
の

協
議
の
結
果
、
農
業
用
水
へ

の
使
用
頻
度
が
少
な
く
な
り
、

今
年
度
か
ら
市
が
管
理
し
て

い
る
。
今
後
、
防
災
面
を
考

慮
し
、
現
状
よ
り
約
１
．
５

ｍ
水
位
を
下
げ
て
適
切
な
管

理
を
行
う
。
１
．
５
ｍ
水
位

を
下
げ
た
場
合
、
水
量
は
約

15
万
㎥
で
あ
り
、
新
鳴
瀬
桜

約
５
割
程
度
と
担
当
が
語
っ

た
。
改
め
て
実
効
性
を
問
う
。

①
避
難
時
に
渋
滞
が
発
生
し
、

１
万
台
な
ら
鷹
来
の
検
査
場

所
の
通
過
に
34
日
だ
。
②
バ

ス
で
避
難
の
際
、
渋
滞
で
路

上
待
機
す
る
。
食
料
、
水
、

ト
イ
レ
、
体
調
不
良
へ
の
対

応
は
。
乗
用
車
で
１
～
２
日
、

バ
ス
（
高
齢
者
）
な
ら
１
日

が
限
界
で
は
な
い
か
。
③
市

で
必
要
と
す
る
バ
ス
２
５
０

台
の
手
配
は
。
④
病
院
、
施

華
小
学
校
の
プ
ー
ル
約
４
６

０
杯
分
に
あ
た
る
。
水
位
低

下
の
た
め
の
放
流
は
、
安
全

に
配
慮
し
て
行
う
。

　

ま
た
、
牛
網
堤
の
周
囲
に

は
釣
り
禁
止
や
不
法
投
棄
防

止
の
看
板
も
増
設
す
る
。

　

鳴
瀬
桜
華
小
学
校
校
舎
完

成
に
伴
い
、
地
域
避
難
所
を

牛
網
南
公
園
か
ら
鳴
瀬
桜
華

小
学
校
に
変
更
し
た
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
牛
網
地
区
内
の
集

会
所
に
掲
示
し
、
今
後
、
会

合
等
で
も
周
知
す
る
。

２
件
目

問　
本
市
の
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
施
策
は
。

答　
市
商
工
会
主
催
の
「
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
女
性

延
べ
32
人
が
受
講
し
、
13
事

業
者
が
創
業
し
た
。
今
後
も

人
口
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、

女
性
が
働
き
た
い
ま
ち
、
起

業
し
や
す
い
ま
ち
、
若
い
世

代
が
本
市
に
住
み
子
供
を
産

み
育
て
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
政
策
と
し
て
、

重
点
的
に
取
組
む
。

と
か
ら
、
11
月
21
日
に
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行

を
含
め
て
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。

問　
今
後
の
経
済
活
動
の
活

性
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　
市
商
工
会
と
連
携
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
拡

大
に
よ
る
経
済
活
性
化
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
努
め

る
。

２
件
目

問　
災
害
公
営
住
宅
の
実
情

と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
問

う
。

答　
被
災
者
枠
で
入
居
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
低
減
措
置

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
適

正
な
家
賃
の
見
直
し
を
し
つ

つ
、
健
全
な
運
営
を
図
る
。

問　
市
営
住
宅
を
含
め
た
今

後
の
運
営
の
在
り
方
は
。

答　
現
在
の
基
金
積
立
額
は

約
39
億
円
で
あ
り
、
今
後
の

改
修
、
建
替
え
を
計
画
的
に

行
え
る
状
況
で
あ
る
。

設
な
ど
の
避
難
計
画
は
。
⑤

避
難
の
実
効
性
の
評
価
は
。

答　
①
検
査
場
所
を
追
加
し

て
時
間
短
縮
を
図
る
。
ま
ず

は
屋
内
退
避
。
②
30
㎞
圏
外

に
出
た
ら
途
中
で
ト
イ
レ
を

借
り
る
。
駐
車
場
は
確
保
で

き
る
と
考
え
る
。
③
県
と
バ

ス
協
会
等
が
協
定
締
結
。
市

は
調
整
を
見
守
る
。
④
県
が

主
体
で
計
画
作
成
。
市
は
そ

の
中
身
を
知
ら
な
い
。
⑤
何

割
か
は
、
答
弁
を
控
え
る
。

長谷川　博 議員

手代木せつ子 議員

１
件
目

問　
今
年
も
各
地
で
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
、

氾
濫
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
周

辺
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
死
亡

す
る
痛
ま
し
い
自
然
災
害
が

起
き
て
い
る
。
市
内
で
最
も

１
件
目

問　
柳
の
目
東
住
宅
付
近
の

横
断
歩
道
設
置
の
件
は
以
前

に
も
取
り
上
げ
た
。
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
同
線
路
は
朝

の
交
通
量
が
多
い
う
え
に
、

狭
い
踏
切
で
保
護
者
が
付
き

添
い
児
童
の
安
全
を
守
っ
て

い
る
現
状
だ
。
市
道
整
備
完

了
に
伴
い
、
踏
切
拡
幅
は
重

要
課
題
、
早
急
に
取
組
め
。

答　
市
道
改
良
工
事
に
併
せ
、

横
断
歩
道
は
本
年
12
月
ま
で

に
整
備
。
設
置
場
所
な
ど
住

民
と
の
協
議
も
済
ん
で
い
る
。

踏
切
拡
幅
は
必
要
不
可
欠
。

本
年
、
Ｊ
Ｒ
と
国
交
省
に
要

望
、
協
議
し
て
い
る
。
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
訴

え
検
討
を
求
め
て
い
る
。

２
件
目

問　
原
発
事
故
の
避
難
計
画

だ
が
、
昨
年
11
月
到
達
度
は

問

問

答

答

牛
網
堤
た
め
池
の
安
全
対
策
を
問
う

柳
の
目
横
断
歩
道
設
置
、踏
切
拡
幅
を

大
雨
に
備
え
、
水
位
を
約
１
．５
ｍ
下
げ
る

横
断
歩
道
は
12
月
、
踏
切
改
良
不
可
欠

▲狭い踏切、交通量も多く歩行者の安全通行にはほど遠い
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１　健康ポイント制度の充実を図れ
２　超高齢化社会に対向する新しい取組を考えるべき

▲健康ポイント制度の案内チラシ

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
健
康

寿
命
の
延
伸
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
取
組
の
強
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。

①
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学

習
と
の
連
携

②
食
育
・
食
材
と
の
連
携

③
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
付
与
シ

ス
テ
ム
の
開
発

④
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
チ
ー

ム
を
設
置
す
べ
き

答　
①
、
②
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
参
加
者
は
、
令
和
元
年

度
１
３
８
人
、
令
和
２
年
度

２
５
９
人
で
あ
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ

ジ
オ
体
操
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

な
ど
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、「

ヒ
ガ
マ
ツ
大
学
食
育
学
部
公

式
キ
ッ
チ
ン
」
を
活
用
し
た

食
育
活
動
、
健
康
講
座
な
ど

の
生
涯
学
習
活
動
等
へ
参
加

し
た
場
合
に
付
与
し
て
い
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
踏
ま
え
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
条
件
等
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
さ

ら
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

参
加
者
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
新
し
い
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

④
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
内
容
は
、

市
内
の
医
師
、
歯
科
医
師
、

保
健
推
進
員
、
食
生
活
改
善

推
進
員
、
小
中
学
校
校
長
会
、

市
商
工
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
な
ど
で
構
成
す
る
東
松

島
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
に
諮
問
し
、
決
定
す
る
。

現
時
点
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
チ

ー
ム
の
設
置
は
考
え
な
い
。

問　
平
成
30
年
第
２
回
定
例

会
で
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

導
入
へ
の
進
捗
状
況
を
一
般

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
進
展

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
今
後
、
超
高
齢
化
社
会

学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
。

２
件
目

問　
小
中
学
校
２
学
期
制
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授

業
時
間
の
確
保
や
教
職
員
の

働
き
方
改
革
、
教
育
現
場
の

業
務
改
善
を
含
め
、
学
力
向

上
等
の
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
は
。

答　
長
期
的
な
間
隔
で
学
習

状
況
を
把
握
で
き
、
じ
っ
く

り
指
導
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
市
内
全
学
校
の
２
学

期
制
の
正
式
移
行
に
前
向
き

に
取
組
む
。

３
件
目

問　
２
歳
児
以
下
の
一
時
保

育
料
が
他
市
町
村
の
２
倍
で

あ
る
。
子
育
て
世
代
に
優
し

い
本
市
で
あ
る
た
め
に
、
利

用
料
金
の
改
定
を
検
討
す
べ

き
。

答　
保
護
者
が
よ
り
利
用
し

や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

早
期
に
引
き
下
げ
る
。

１
件
目

問　
中
学
校
入
学
時
、
保
護

者
の
費
用
負
担
が
大
き
い
。

一
定
額
の
助
成
を
す
べ
き
。

答　
夏
用
運
動
着
の
来
年
度

支
給
を
検
討
す
る
。

問　
学
校
取
扱
品
は
、
市
内

販
売
店
に
限
り
地
域
振
興
策

に
寄
与
す
べ
き
。

答　
保
護
者
の
利
便
性
の
向

上
と
地
域
経
済
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
か
ら
、
学
校
、

メ
ー
カ
ー
等
に
働
き
か
け
る
。

問　
小
学
校
入
学
時
の
ラ
ン

ド
セ
ル
の
購
入
費
が
大
き
い
。

支
給
ま
た
は
購
入
費
助
成
は
。

答　
新
た
に
独
自
支
援
策
を

検
討
す
る
。

問　
学
習
塾
を
利
用
し
て
い

な
い
生
徒
へ
の
支
援
策
は
。

答　
日
常
の
授
業
に
お
け
る

学
習
状
況
等
の
把
握
に
努
め
、

学
校
と
各
団
体
が
連
携
し
、

大橋　博之 議員

浅野　直美 議員

問

問

答

答

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
充
実
を
図
れ

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い
て

今
後
も
取
組
充
実
に
努
め
て
い
く

中
学
生
夏
用
運
動
着
の
支
給
を
検
討

１　義務教育における保護者の経済的負担軽減について
２　小中学校２学期制の正式移行について
３　子育て環境の充実について

▲中学生の夏用運動着の支給を検討。体力向上と健康維持に期待！

14 人が市政をただす

14令和３年11月1日発行



●
矢
本
第
一
中
学
校
プ
ー
ル
改
築

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
建
設
後
48
年
が
経
過
し
、
プ
ー
ル
本
体
及

び
付
属
棟
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
改
築
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
の
補
助
金
の

採
択
を
受
け
、
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
議
案

　
東
松
島
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▲矢本駅前周辺は中心街としての計画が必要！

答　
①
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

東
北
工
事
事
務
所
と
締
結
し

た
協
定
に
基
づ
き
、
連
絡
通

路
及
び
駅
舎
の
基
本
的
な
構

造
形
式
等
を
検
討
し
、
概
算

費
用
を
令
和
４
年
１
月
に
提

出
す
る
。
②
市
営
北
浦
ア
パ

ー
ト
は
、
用
途
廃
止
等
の
方

針
を
令
和
３
年
度
中
に
決
定

す
る
。
跡
地
は
、
市
商
工
会

や
地
元
自
治
会
等
と
協
議
し
、

有
効
な
活
用
策
を
検
討
す
る
。

③
駅
前
商
店
街
を
含
め
た
今

後
の
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
市
の
顔
で
あ
り
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
中
心
地
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

施
策
の
優
先
順
位
が
あ
り
、

今
後
検
討
す
る
。

２
件
目

問　
学
力
向
上
は
、
重
要
施

策
で
あ
る
。
①
教
育
長
施
策

に
対
す
る
市
長
の
評
価
は
。

②
成
果
と
課
題
の
検
証
、
改

善
は
。
③
学
校
長
へ
の
指
導

は
。
④
経
済
的
困
窮
家
庭
へ

の
学
習
支
援
策
は
。

答
　
市
長　
①
私
の
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
や
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
基
本
理
念
に

沿
う
も
の
と
評
価
す
る
。

答
　
教
育
長　
②
全
国
学
力

調
査
は
令
和
元
年
度
と
同
様

の
結
果
で
あ
り
、
課
題
が
あ

る
。
改
善
策
を
検
討
し
取
組

む
。
③
情
報
共
有
し
、
助
言

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校

区
ご
と
に
授
業
改
善
の
具
体

的
な
取
組
も
指
導
し
て
い
る
。

④
義
務
教
育
で
あ
り
、
教
育

課
程
の
中
で
学
習
指
導
要
領

が
定
め
る
内
容
の
定
着
に
努

め
る
こ
と
が
大
事
だ
。

小野　惠章 議員

１
件
目

問　
矢
本
駅
南
北
連
絡
通
路

の
具
体
的
な
整
備
計
画
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
駅
周
辺
施

設
整
備
の
方
向
性
と
課
題
解

決
を
問
う
。

問答

矢
本
駅
南
北
連
絡
通
路
の
整
備
は

令
和
４
年
度
に
基
本
設
計
へ

１　ＪＲ矢本駅南北連絡通路等に関する諸課題を問う
２　本市における全国学力学習調査の意義を問う
　

（単位：円）

令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会

２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

議員定数と報酬等に関する調査特別委員会

基地対策特別委員会

設置の目的
　本市議会では、近年大きく変化する社会情勢の中、地方創生が提唱され、地方議会議員の責
任と役割が増してきており、地域の諸課題にどう対処すべきか、市民の要望にどう応えるべき
かを、日々検証し、検討を重ねてまいりました。
　一方、今後の人口減少、財政状況の厳しさが増すことが予見される中、常に予断なく議会改
革が求められております。
　議員定数及び政務活動費を含む報酬等のあり方については、議会の根幹をなすものであり、
本市議会の適正な議員定数及び報酬等について調査研究を行うため、「議員定数及び報酬等に
関する調査特別委員会」を設置するものです。

設置の目的
　航空自衛隊松島基地が所在する本市では、航空
自衛隊松島基地のほか、防衛省、東北防衛局等の
関係機関との連携及び調整に努め、市民の良好な
生活環境を保持することが求められております。
　そのため、本市議会では、騒音対策等を含め
た基地対策に関する政策立案及び提言を行うた
め、「基地対策特別委員会」を設置するものです。

東松島市議会だより　No.62
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大雨に備え、
堤川の改修と排水機

場を整備して
ほしい！

■
議
会
広
報
紙
東
松
島
市
議
会
だ
よ
り

No.62
2021年

11
月

1
日

発
行

　
年

4
回

発
行

■
〒

981−
0503   宮

城
県

東
松

島
市

矢
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字
上

河
戸

36−
1

☎
0225−

82−
1111 　

FAX0225−
82−

1125　
■

印
刷

　
㈱

鈴
木

印
刷

所

編
◆

集
◆

後
◆

記

　

コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
は
、
感
染
防

止
の
た
め
、
受
入
れ
人
数
を

制
限
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
収

束
し
、
大
勢
の
市
民
の
方
に

傍
聴
に
お
出
で
頂
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

中
々
、
傍
聴
に
来
ら
れ
な

い
実
情
か
ら
、
市
議
会
だ
よ

り
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
議

会
で
ど
う
い
う
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
か
を
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
い
市
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
紙

面
の
改
善
工
夫
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、

本
号
は
表
紙
を
一
新
し
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
ご
愛
読
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

（
櫻
井　

政
文
）

 

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

熊
谷　

昌
崇

副
委
員
長　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　

浅
野　

直
美

委　
　

員　

土
井　

光
正

委　
　

員　

小
野　

惠
章

企
業
誘
致
の
た
め
の
産

業
用
地
造
成
候
補
地
に

つ
い
て
市
長
に
提
言

行
政
視
察
の
受
入
れ
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
初
開
催

　

８
月
25
日
、
市
で
新
た
な
産
業
用

地
造
成
地
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
と
し
て
も
候
補
地
を
提
案
す
べ

き
と
考
え
、
会
派
代
表
に
よ
る
新
た

な
産
業
用
地
造
成
候
補
地
の
選
定
を

行
い
、
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し

た
市
内
の
７
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
、

議
長
よ
り
市
長
へ
提
言
し
ま
し
た
。

　
８
月
6
日
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況

を
踏
ま
え
、
岩
手
県
奥
州
市
議
会
産
業

経
済
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
の
受

入
れ
を
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
本
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
市
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
、
担
当
職

員
が
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
で
き
る
対
応

を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

　
７
月
14
日
、
宮

城
県
土
木
部
所
管

事
業
に
関
す
る
要

望
会
を
行
い
ま
し

た
。
道
路
の
改
良
、

河
川
の
改
修
等
に

つ
い
て
、
現
地
を

視
察
し
要
望
を
行

う
場
と
し
て
、
毎

年
継
続
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

東
松
島
市
の
宮
城
県
土
木
部
所
管
事
項

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

矢本海浜緑地のバーベキュー
施設の屋根と風防施設を

設置してほしい！

次回の定例会は
12月９日㈭
午前 10 時開会
※日程は変更となる場合があります。
※コロナ等の状況により傍聴を中止
とする場合があります。
詳しくは市議会ＨＰをご覧ください。

皆さんの声を、お聞かせください
　議会では、市役所（矢本・鳴瀬）及び各市民センター
に目安箱を設置しています。議会や議員に対する要望
などについては、全議員に周知を行っています。その
他、市への要望と思われる意見については、市に提案
を行うなどの対応をしております。引き続き、皆さま
からのご意見やご提案をお待ちしております。

震災の災害
復旧事業を早期に

完了して
ほしい！

16令和３年11月1日発行


